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Theannualcultivationcycleinrainfedupland

fieldsin aSundanesehamletinPriangan,ahilly

regioninWesり ava,isdescribedatsomeleng血･

Thisreportfわcusesonhow Sundanesepeasants

reckonthetimlngOfagriculturaloperations･ In

uplandfields(Orgardens),which aregenerally

referredtoaskZbonandareusuallylocatedonsteep

hillsides,tobacco,maize,hill-rice,Phascolusbeans,

cassava,etc.,aresimultaneouslyorsequentially

raisedf♭rcashincomeand homeconsumptlOn.

Theagriculturaloperationsfbr血esegardencrops

areseasonal,in contrasttowet-ricecultivadon,
whichisnotseasonalbecausesu氏Cientwateris

available throughouttheyear･ Thetimlng Of

uplandagriculturaloperationsisnotcalendriCally
丘Ⅹed,butreckonedbycontinuousandcarefulob-
servationofsuchindicatorsasseasonalfluctuations

inrainfallfrequency,moistureandwinddirection,
phenologicalchangesinwildflora,theseasonalap-
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現象- ｣(昭和54,56年度),および文部省科

学研究費補助金 (海外学術調査)による ｢イン

ドネシア保健生態学調査｣(暗和58年度)(代表

者はいずれも群馬大学医学部公衆衛生学教室

鈴木庄亮教授)の一環として行われた｡
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pearanceorspecificbehaviorofcertaininsectsand

birds,and,inparticular,suchmarkedstellarevents

asheliacalrisingsandculminationsofthePleiades

(bentangk盲rili),Orion'sbelt(bentangzLnLluku),and

theSouthernCross(benianglanglaJalZgan). These

indicatorsallowthereckoningortimewithvarylng

accuracy throughouttheyear. Peasantsbelieve

thattheseallowthemtoidentifythe"best"tlmlng

forcrucialagriculturaloperationssuchassowlng>
plantlng,etC.,and血atdelaylnOperationswill
resultin reductionofyields･ Interestingly,pre-

Clpltationdatasuggestthatsomeofthese"best"

timesforcrucialagriculturaloperationsaccordwith

theagroclimatologicallydetemi nedtimesofonset

andterminationofthewetseason.Thepeasants'

reckoningofthetimingOfagricultural operations

reflectsthepersistenceofthe♪ranatimang∫品,the
traditionalJavaneseagriculturalcalendar.

Ⅰ は じ め に

季節の推移, とりわけ降雨の季 節 的 変 化

は,天水田や畑地耕作を規制する重要な要素

である｡ 降雨の開始 ･終了時期は年による差

が大 きい｡ このため農耕民は ｢不定時法｣的

に季節の推移をはか り,降雨の開始 ･終了時

期,あるいは降雨の多寡の季節的変化を予知

して,播種 ･植付けをはじめとす る農作業の
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適期を決定する必要がある｡ 自然,農耕民の

季節への関心は非常に高く,さまざまな手掛

か り- 降雨のパターンそれ自身のほか,め

る種の樹木の落葉 ･開花 ･結実,ある種の昆

虫の出現などなど- から降雨の季節的変化

を読み取 り,農作業の適期を察知する｡なか

でもオリオン ･ベル ト,すぼるなどの星,あ

るいは太陽がある特定の 時刻 に見える位置

は,季節の到来を知るもっとも基本的な手掛

か りとなる｡ インドネシア ･酉ジャワ州のプ

リアガン Priangan地方では,オリオン ･ベ

ル トの見える位置と天水田における農作業と

の関係を次のようにいい慣 らわす [Sutedjo

1959:9-10]｡

Lamunbentangwulukugeusayadikulon,
Tahdtamangsanaturunngawalajarsawah･

Lamunpanonpo8mgamimitianngeser-ngidul

Sartabgntanglanglayanganayanal岩mpさng

dikidul,
itatihcirinageusmimitimalawija.

オリオンが西に見えたら,

荒起こしを始める季節.

太陽が南に動き始め,

そして南十字星が真南に見えたら,

それはもう裏作を始めるしるし.

同種のいい慣らわしは,ジャワ島各地の降雨

型の相違に応じてさまざまな変異を伴いなが

ら,広 く聞かれる｡ 今日においても,なお焼

畑耕作の盛んなバンテン,スカブミ地方には

オリオン座 と焼畑耕作との関係を読み込んだ

次のような俗言が知られる [Kools 1935:

19;Meijer 1890:242;WiryomlJOy0 1982

:215]｡

Tanggalkidang,turunkujang

Kidangngaragsang,ngahuru

Kidangmanceuran,ngaseuk

Surupkidang,turunkungkang

オリオン昇るころ,木を切 り倒し,
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オリオン高 く見えたら,火を入れて,

オリオン真上にきたら,種播きだ｡

オリオン沈むころには,カメムシが降る｡

星をはじめとする季節の推移を示す自然の

手掛か りと,しかるべき農作業との対応が,

プラナタ ･マンサ pranatamangsal)という名

でジャワ島に伝わる農作業暦である｡今日の

ジャワ島農村においては,筆者の知る限 り,

プラナタ ･マンサという言葉を知る者 も少な

く,また,個々の村人がその基礎となる暦法

に通じているわけではない｡しかし,村人の

語るところに耳を傾ければ,季節の推移をは

か り,農作業の適期 を察知する彼 らの知識

の中に伝統暦の片鱗を容易に窺うことができ

る｡

最近インドネシアでは,各地の気象条件に

最 も適した作付体系をみいだし,それを農業

発展に結びつけていこうとする農学諸分野に

おける研究活動に呼応するかのように,プラ

ナタ ･マンサをエコロジカルな観点から見直

す研究,およびその基になる暦法の基礎的研

究が,インドネシア入学者自身によって試み

られるようになってきた｡一般向けの雑誌な

どにも時折,プラナタ･マンサの紹介記事が

載るのも,こうした動向とは無関係ではない

だろう｡しかし,現にジャワ島の一般の農民

がどのように季節の推移をはか り,どのよう

に農作業開始のタイミングを察知しているの

かのモノグラフ的報告はたい-ん少ない｡こ

のような資料的欠落を補う,ききやかな試み

の一環 として,以下,本稿において,西ジャ

1)1855年 PakubuwanaⅦ によって,伝統麿の
"改暦'が行われたが [Oudemans 1881],
"pranatam且ngsa"という言葉はこの改良暦に対
して付された名称であって,それ以前には存在
しなかったらしい｡本稿では,在来の麿とこの
…pranatam且ngsaMを含む総称として,｢プラナ
タ･マンサ｣という名称を用いることとする｡
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ワ州 ･プリアガン地方の 1村落における季節

の推移と農作業暦に関する事例的素描 を行

なってみたい｡

ⅠⅠ 訊 査 地

筆者の調査地は, その名 をサラムンカル

salamungkalという山麓村で,西ジャワ州の

州都,バンドン Bandung 市の東南東約 40

km に位置し,バンドン県パセ- PasEh郡に

属する｡サラムンカルは総世帯数約 300のか

なり大きな村落 であるが,10-50世帯の小

集落に別れ,海抜約 800m のゆるやかな尾

根のあちらこちらに,手入れの行き届いた棚

田に囲まれて所在する｡この村落のすぐ南か

らガルートGarut県レレス L与16S地方-か

けて広大な山塊が横たわり,海抜約 1,000m

以上のマツ(PinusmerkusiiJungh･etDeVr･)

の植林地帯 (政府保護林)を除くと,いたる

ところの斜面に畑地 ･休耕地 ･二次林が広が

る｡ サラムンカルの人々の生業活動は,この

山塊斜面における畑地耕作,集落を取 り囲む

棚田 における水稲耕作, および最寄 りの町

(主にバンドン市)-の出稼ぎからなる｡

調査地を含む地方の降水条件は,海抜高度

により月別降水の絶対量にかなりの差がみら

れるが,年間にわたる月別雨量の推移は図 1

に示されるようなパターンをとる｡ 01deman

[1975]の見解に従い,月別降水量が 200mm

以上の月を雨季月,100mm 未満の月を乾季
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図 1 月別平均降水量

月とすれば,乾季は6-9月,雨季は11-4

月,そして,乾季から雨季-の,雨季から乾

季への移行期はそれぞれ10月,5月に相当す

るといえよう｡ この区分は,村人 の述べる

usum halodo(乾季),usum ngijih (雨季),

および musim pancaroba(両季節の移行期)

(musim mamargng と musim dangdangrat

に分かれる一後述)と,時期的にほぼ一致す

るが,村人による季節,とりわけ雨季は,後

章で報告するように主として雨の降 り方に基

づいて,さらに細かく区分される｡

サラムンカルとその周辺の水田は,そのほ

とんどが棚田で, バンドン平地などに比べ

ると, 1筆の面積は非常に狭い｡部分的に

は,雨季にのみ水稲耕作が可能 となる水田

(sawahg盲1首dug)もあるが,その多くは,乾季

においても十分な湧水を利用できるため,年

間にわたって水稲耕作の可能な水田 (sawah

l占dok)で,プ.)アガン高地の多くの地方でそ

うであるように,降雨の季節的多寡と関係な

く水稲耕作周期が繰 り返されている｡2)

畑地は,水田と同じく,これを私有するの

は一部の者のみであるが,水田の場合は小作

人にさえなれないため,水田経営をしない者

も少なくないのに対して,畑地経営をしない

者はいない｡これは,かつて植民地時代に茶

のエステートであった広大な農地跡が,周辺

住民に賃貸されており,サラムンカルの村人

の大部分 も,その中区画を貸借するからであ

る｡ このエステート跡はサラムンカルの南,

徒歩 1時間ほどの所からガルート県レレス地

方にかけて広がる山塊の大部分を占め,村人

が賃借する畑地で,最 も遠い所にあるものは

2)水稲耕作周期が,降雨の季節的多寡 と関係な
く,収穫期がほぼ7カ月ごとに到来する独自の
サイクルで繰り返されていることに関しては,

別稿でやや詳しく報告したことがある [五十嵐
1984a:41-49]｡本稿では,以下,降雨の季節

的多寡に応じて農作業の行われる畑地耕作を
念頚において,農作業暦の記述を進めて行きた
い｡
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約 2時間半の歩行時間 (片道)を要する｡こ

の賃借畑を村人はk盲bonkontrak("契約畑")

と称する｡ `̀契約畑''のところどころには,サ

ラムンカルの一部の村人が私有する畑地 も少

数所在するが, これらの私有畑と `̀契約畑''

を,"集落から遠距離にある" との意で,村

人は k言bonmisah("離れ畑'')と総称する.

"離れ畑''には,谷筋に沿って,ところどころ

に井戸が採据されており, かつては多数 の

クーリーが,乾季の最中この井戸水を汲み取

ら,勾配の急な傾斜地を長距離担ぎ上げる苛

酷な労働に従事していたといわれるが,今日

これを行 う者はきわめて稀で,"離れ畑"の

耕作は天水のみに依存して行われる｡

これに対し,集落の南に広がる山塊 のう

ち,集落に最も近い部分 (片道の歩行時間約

1時間以内)は, "契約畑"ではなく,サラ

ムンカルの一部の村人が私有する林地ないし

これを開墾した畑地からなる｡ これら村人の

私有地のあるところ一帯は,通称 b言b盲dahan

("新田") という名で呼ばれるように,かつ

て一時期,その一部が水田化されたこともあ

るほど,畑地 としてはかなり水条件に恵ま

れており,必要な場合には,手間さえ厭わ

なければ,すぐ近 くを流れ る湧水を担 ぎ上

げ,水を掛ける (nygbor) ことも可能であ

る｡

ⅠⅠⅠ 作 付 様 式

畑地における作付品目のうち最 も重要な

ものは,村人に現金収入をもたらすタバコ

(bako)である｡ タバコに次ぐ重要な作付 品

目は,陸稲 (par占huma),トウモロコシ(ja-

gong),インゲンマメ (kacangbeureum),

キャッサバ (sampeu),それに野菜類 (lalab-

1alaban)で,このうちインゲンマメと野菜寮

は雨季と乾季の2度栽培される｡陸稲は,か

っては盛んに栽培きれたというが,筆者が調
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査を開始した1979年当時では,ほんの一部の

者が栽培しているだけであった｡当時村人の

挙げた陸稲栽培が盛んでない理由は,収穫が

不安定であること,とりわけ kuuk (根切 り

虫の寮)による被害が甚だしいこと,陸稲の

収穫期がタバコの植付けに忙しい時期に重な

ることの2点であった｡ところが 1983/84年

の雨季,陸稲栽培をした者が好成績を挙げる

と, 1984/85年の雨季より陸稲栽培をする者

が急増し, 1985/86年の雨季に至っては,陸

稲栽培をしない者の方が珍しいほどにまでな

っている｡ 新しく陸稲栽培を始めた者の多く

は,陸稲栽培の盛んなガルート県レレス地方

に住む親類 ･縁者より種粗を入手したが,そ

の品種の多くは,もともとサラムンカルにお

いても栽培きれていた在来種である｡

天水のみに依存する "離れ畑''(k旨bonmi-

sah) と,水条件に恵まれている集落近くの

私有畑 (通称 b言b言dahan)では,休閑期間に

差がみられる｡ すなわち,"離れ畑"は,1-

3年 ほど草地休閑 されるのみで,地力収奪

的な耕作が行われるのに対し,集落近くの

私有畑は林地休閑 されるのが普通で,竹林

(k盲bonawl)とする場合は7-8年,surian

(ToonacinensisM.Roem)を主要樹種とする

林地 (talunan)とする場合は,10年あるいは

それ以上休ませ,完全に林地として回復する

のを待って,再び開墾する｡したがって,集

落近くに私有畑を持つ者でも,これを休閑さ

せている間,"離れ畑"を賃借して,畑地耕作

を続ける｡"離れ畑"は,集落近 くの林地を開

墾した畑地に比べ,肥沃度は低 く,集落より

遠距離 にあるため,耕作条件 において劣る

が,サラムンカルを含む地方一帯の土地なし

農民 (jalmasangsara"困窮する人")にとっ

ては,その中区画を貸借することにより,自

らが経営耕作することのできる唯一の場所で

ある｡

作付様式 にはさまざまな変 異 がみられる
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凡例

仰 タバコ J一一 ノ 陸稲

_W トウモロコシ + インゲンマメ

紳 野菜類 ∠r // キャッサバ

図2 作 付 け 様 式

が,雨季作である陸稲を中心とす

る作付方式と,乾季作であるタバ

コを中心とする作付方式とに,分

けることができる｡ 後者の作付方

式の場合 (図2-1),一定の休閑期

間をおいたのちに耕起整地された

畑地に,初回作物としてまず雨季

末期 (3-4月)にタバコが植え

付けられ,タバコ収穫後の雨季初

め (10-11月)にトウモロコシが

作付けきれる｡2年目には, 1年

目と同様に,雨季末期に2回目の

タバコが植え付けられ,その収穫

後の雨季初めにキャッサバの単作

(あるいはトウモロコシとの混作)

を行なった後,休閑させる｡この

ような作付方式は,肥沃度の高い

畑地- 集落近くに所在し林地を

開墾した畑地- においてのみ行

われる｡肥沃度がなお十分高いと

判断きれれば,3年目にもタバコ

の植え付けが行われる｡ 肥沃度の

劣る "離れ畑"においては,タバ

コの連作は不可能で,タバコを1

回植え付けた後は,キャッサバの

単作,ないしトウモロコシとの混

作を行なって後,耕作を放棄す

る｡ 以上,いずれの場合も,タバ

コを植え付ける際,および, トウ

モロコシないしキャッサバを植え

付ける際には,インゲンマメと野

菜類が混作きれる｡

陸稲を中心とする作付方式の場

令 (図2-2),一定の休閑期間をお

いた後に耕起整地きれた畑地に,

初回作物としてまず雨季初め (10

-11月)に陸稲が単作,ないし,

トウモロコシ,インゲンマメ,野

菜類との湿栽が行われ,陸稲収穫
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後から乾季の終わりまでの数カ月の間耕地を

放っておき (ときとして,その間,再度 トウ

モロコシを作付けしたのち),雨季初めにキャ

ッサバを植え付け (しばしば,トウモロコシ,

インゲンマメ,野菜類とのき昆栽),その収穫後,

休閑させる｡あるいは,初回作物として,陸

棉, トウモロコシ,キャッサバの3種混作が

行われ,キャッサバの収穫後,休 閑す る場

合 もある｡いずれの場合も肥沃度の劣る "舵

れ畑"で行われるのがふつうである｡ 肥沃皮

の勝る集落近くの林地を開墾した畑地におい

ては,より有利な現金収入源となる,タバコ

を中心 として作付 けする方がふつうである

が,栽培と収穫後処理にたいへん手間のかか

るタバコ栽培を,高齢あるいは働き手不足な

どの理由で諦めた者だけが,陸稲を中心とす

る作付けを行うこともある｡ ただし,その場

令,"離れ畑''におけるように陸稲栽培が 1回

のみで休閑きれることはなく,雨季ごとに3

年まで続けて行なったのち,休閑きれる｡

なお,集落近くに所在し,林地を開墾した

新畑においては,タバコを中心とする作付方

式に陸稲栽培を混在させることもよく行われ

る｡ すなわち,第 1回目のタバコの収穫後,

陸稲栽培 (通常, トウモロコシとの混作)香

行うのであるが,このやり方にはやや無理が

ある｡というのは,すでに触れたように,陸

稲を "最も望ましい"時期に播種すると,そ

の収穫時期が,タバコの植付けに "最も望ま

しい''時期とほとんど重なってしまうからで

ある｡したがって,それを避けるため,陸稲

の播種を `̀最 も望ましい''ときれる時期より

1カ月ほど早めに終えておかなければならな

い｡このや り方は,乾季の最末期から雨季初

めにかけての不安定な降雨に依存するため,

雨量が不十分である時は,いつでも近くの湧

水を担ぎ上げて水を掛けることのできる,集

落近 くの林地を開墾した畑地でのみ,行 うこ

とが可能であって,漕慨条件の劣惑な "離れ
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畑"においては不可能である｡

すでに述べたように,陸稲栽培が,ごく最

近盛んになってきたため,今日においてこそ

"離れ畑"の約半分が陸稲を中心に,あ との

半分がタバコを中心に作付けされているが,

つい数年前までは,陸稲を中心に作付けされ

ていた畑地は1割にも満たなかった｡にもか

かわらず,村人に畑地の一般的な利用方式を

尋ねると, きまって,"乾季の盛 りに開墾

して,雨季の始まりとともに陸稲 を播種し

て--"というように,陸稲を中心とする作

付様式が,まず答えとして戻ってくるのは興

味深い｡このような,季節の推移と農作業と

の関係については,次章でやや詳しく報告し

たい｡

ⅠⅤ 季節の推移と畑地耕作過程

畑地や水田における播種,移植,除草,刈

取 りなどの農作業は,何月ごろに行われるの

か,という質問を村人にぶつけてみると,多

くの村人は,答えられないか,全く見当違い

な応答をする｡ 彼 らには農作業を麿月に対応

させて語る習慣がないからである｡ 村人が,

日常生活において用いる麿が自然環境の季節

変化と対応しないイスラム暦であることも,

あるいは関係があるかも知れないが,それは

ともかく,やはり,我々のような他者にとっ

てはたいへん不都合な習慣である｡実際,水

田や畑地での播種,移植,除草,刈取 りなど

の農作業は何月ごろ行われるのか,という質

問をしてみる以外に,調査地における農作業

カレンダーを作成する方法を思い付かなかっ

た筆者にとって, `̀何々月には何々の農作業

をする''式に応答してくれない村人には,す

っかり困惑したものである｡

これを解決できるきっかけになったのは,

村人どうしの会話の中に,星の名前と覚しき

単語が聞き取れたことによる｡ 実際,雨続き
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で, もう幾日も太陽や星空が見 られない時期

においても,彼 らが年間にわたって注目して

いる星の位置を尋ねてみると,村人は迷わず

応答することができるほどに,彼 らのカレン

ダー的感覚- 必ずしもシステマチックとは

いえない天体の位置と季節の推移に関する彼

らの知識を `̀siderealcalendar"とでも呼ぶこ

とが可能ならば- は,鍛えられていると筆

者は感じる｡屋と季節,および農作業との関

係に関する村人の "常識…がいったんわかっ

てしまうと,農作業麿をグレゴリー暦に対応

させるのは比較的簡単な作業となるはずであ

る｡

しかし,播種時をはじめ,村人にとって重

要な時期の到来を知らせるといわれる,ある

星の特定の位置関係についても,その星がそ

の位置に見える特定の時刻Qこついても ("戟

寝前の祈 りをするころ"とか, `̀夜半過ぎ''

とかいうように), 正確な日時を特定できな

いほどの幅があり,その時期が到来したとす

る実際の判断は,人によりかなり異なる｡ ま

た,ある星が水平線から昇る,あるいは沈む

のが重要な手掛か りとなる場合,そのような

現象を観察できる日に,観察者が見通しの良

い平地にいるか,水平線を見通すことの困難

な山間部にいるかによって,かなり異なると

患われる｡ が,この程度の狂いはあっても,

かなり広い地域一帯の人々に季節の到来を知

らしめるうえで,星と季節,および農作業と

の対応は,今なお重要な役割を果たしている｡

もちろん,季節の到来を知るのは星によるだ

けではない｡以下に,村人が実際にどのよう

に季節の推移をはか り,農作業のタイミング

を察知するのかの事例を報告してみたい｡

Ⅳ-1 乾季の最盛期から雨季入 り前後にかけ

て

村人によれば畑地の開墾 (muka k盲bon)

は,今 も昔 も,乾季の盛 りにするもの,とい

う｡ところが,実際には乾季の最盛期から雨

季初めにかけてのかなり長 い期 間にわたっ

て,調査地を含む山岳地方一帯の山々から,

畑地の開墾を示す煙がたなびくのを見ること

ができるし,後にも述べるように,林地 (ta-

1unan)の開墾は雨季初めに行われるのであ

るが,しかし,ここではしばらく,村人の言

に従い,乾季の盛 りから記述を始めたい｡

`̀夜明け前,すぼる (bintang kさr冒ti3)が

ほぼ真上に見えているころ"サラムンカルの

村人はきたるべき雨季作の心配 を始 める｡

"夜明け前,オリオン ･ベル ト (b占ntangwu-

1uku)が p盲catsaw盲dの位置 (10時ごろの

大勝の位置) にあるころ", あるいは `̀夜半

(午前 0時前後)にすぼるが昇るころ''とい

うのも時期的には同じで,グレゴリー麿の8

月ごろに相当する｡4) 乾季の最中であるこの

3)サラムンカルの村人が,季節の推移,あるいは
農作業の開始時を知る手姪は りゝとして注目す

る星は, bgntangk盲r盲ti(すぼる), b6ntang
wuluku(オリオン･ベルト),それに b占ntang
langlayangan(南十字星)の3つである｡7つ
の星からなると言われるすぼるは,bintang
ranggeuyan とも言われるように,その形状が

"穂"(ranggeuy)に誓えられることもあるし,
あるいは…米の蒸し寵"(aseupan),または時計
の短針のようだとも説明される｡オリオン･
ベルトと南十字星は,文字通 りそれぞれ,鋤

(Wulukn),凧 (langlayangan)に誓えられる｡
プリアガン高地の西部では,すぼるは guru
dgsa (…村の先生''),オリオン･ベルトは ki-

dang(鹿のl種 Munliacusmunijak Zimmer･
man)の名で呼ばれる｡筆者の知る限り,プリ
アガン地方では,すぼるとオリオン･ベルトは
1年を通して注目されるが,南十字星は乾季の
到来を知るだけの手掛かりとして用いられるら
しい｡なお,村人の述べる星の同定,およびそ
の星が見える位置とそのときの時刻からその時

期がグレゴリー暦の何月に相当するかのおよそ
の判断は,ジャワ島用に作られた回転式星座早

見盤 [Visser n.d.]を用いて行なった.

4)冒頭に掲げた俗言 (その2)の Kidang nga-
rangsang,ngahuru("オリオン [夜明け前に]
高く見えたら,火を入れてM)というのは,こ
のころを意味すると患われる｡なお,Kools

[1935:19]は ngarangsang("高くなる")杏
`̀9時ごろの太陽の位置"と解釈し,その時点を
グレゴリー麿の8月1日ごろと推定している｡
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時期は,のちにも述べるように,タバコの収

穫が終わりに近づいているころか,あるいは

ほとんど終わっているころである｡タバコの

収穫期を通して, タバコの葉を半製品化す

るプロセスの一環として夜露に当てる作業

(ngibunbako)を行うため,村人は普段よ

りもさらに早く起きだして,暗い冷気のなか

で屋外活動を始める｡このため自然,乾季特

有の澄み切った夜明け前の星空を,見上げ

ることも多くなると思われ る｡ この時期は

usumkatiga,5)すなわち usum halodo("戟

季=)のうちでも最 も乾燥度のきつい季節で

ある｡ 収穫の終わったタバコ畑は,そのまま

しばらく放置きれ,乾ききった土盛に,枯れ

たタバコの立茎が残されているのみである｡

遠目には,マツの植林地帯を除くと,山膚が

"赤々''と見える季節である｡

この時期に開墾の準備が始まる土地は,敬

年前まで畑地として耕作きれ,チガヤ eurih

(ZmPeratacylindricaBeauv･)などの禾本科の

雑草に覆われ,ところどころに低木が自生し

ているような草地 (jami)である｡このよう

な草地が畑地として開墾きれると,k首bonja

mianあるいは単に jamian と呼ばれる｡ 竹

柿 (k盲bonawi),あるいは surian(TootZaSi-

nensisM.Roem)を主要樹種とする林地 (ta-

1unan)は,初回作物として タバコが植え付

けられるのがふつうであるため,この時期に

開墾されることはない ｡

開墾の準備が始まる jami(草地)は,一部

の村人が k言bonmisah("離れ畑")に私有す

るものを別にすると, すべて賃借 した畑地

(k盲bonkontrak)である. 雨季作物を植え付

けるため新たに畑地を貸借するのは,毎年

5)Katigaという言葉は,プラナタ･マンサのKatiga
(第3月)に由来する｡プラナタ･マンサの第
3月は乾季の最中であるためであろうか,村人
はもっぱら"乾季の最盛期Mという意味でこの
言葉を用いる｡
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Agustusan(8月17日の独立記念日)6)のころ

である,と村人は言う｡年間の貸借料は,土

地の条件にもよるが,100tumbak(約 1,600

m2)当たり,1979年当時は4,500-5,000ルピ

ア,1985年の時点においては7,500-8,000ル

ピアであった｡賃借料の支払いにはタバコの

販売による収入を充てる｡ 新たに貸借した草

地でこの時期に行う作業は,まずnyasap(雑

草刈 り),次いで雑草が乾燥してからの nga-

duruk(火入れ),さらに ngarawuanruntah

(ゴミ整理) などである｡ 雑草の状態によっ

ては nyasapを省略して直接火入れを行うこ

ともある｡ 乾燥し切ったこの時期は強風に煽

られて,しばしば火入れ作業の火が飛び,山

火事の発生する時期でもある｡ これらの作業

が終われば,雨季の到来を予告する"一番両州

(hujanmimiti)を待って,荒起こしに取 り掛

かる｡ なお,jami(草地) とは区別 される

reuma,すなわち,ついこの前の乾季作ある

いは雨季作の収穫後,そのままほんの数ヵ月

間放置され, その間 に生い茂った alimusa

(MimosaiZ"isaMart･)などの雑草の中に収穫

しそこなったキャッサバが数本立っているよ

うな畑地跡は,雑草の繁茂状態によっては火

入れ作業の必要がなく, その場合は, `̀-香

雨''がきてから, 急ぎ ngarawuan runtah

(ゴミ整理) に取 り掛かっても遅くはない｡

乾季の末期,強い東風が土壌を舞い上げ,

遠 くの山々が霞んでみえるような日が続く｡

渡 りをするツバメWal古tの一群が北からやっ

てきて,高く旋回しているのが見られるのも

6)Agustusanという言葉は,Agustus(グレゴリー
麿の …8月''を意味するオランダ語由来の借用
譜)に由来し,8月17日の独立記念日,転じて
村ごとに当日行われる upacara(記念式典)杏
意味する言葉として用いられる｡村人の日常生
活とグレゴ1)-暦とは緑がないにもかかわ ら
ず,この Agustusanだけは,…村長からのお達
し〃によりすべての村人に式典参加の義務があ
り,参加した者には "参加費''が与えられるた
めであろうか, 1年のうちの照準点として,よ
く用いられる｡
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このころである｡7) そして,幹の太い竹 awi

g言d6(GigantochloaaAusSchult.)の葉が茶褐

色に変色するころ,あるいは落葉 (ngarang-

rangan)を始めるころ,`̀一番雨"がやって

くる｡集落のあちこちで一斉に赤茶け,続い

て落葉を始める awi g盲deの竹林は,乾季か

ら雨季-の変わり目を教えてくれる,最 も重

要な手掛かりである. この awi g言d丘の葉の

変色 とそれに続 く落葉によって,村人は,こ

のころに降る雨が "一番雨"であることを確

認し,いよいよ雨季が間近いことを知る｡ こ

のころ, limus(MangiferafoclidaLour･),

jambuair(EugcniaaqueaBurm.f.)などの

果実が熟して食べられる｡平地部ではすでに

出回っているマンゴーが,山岳地帯ではやっ

と花を咲かせる｡

"一番雨''は,また hujankapatとも呼ば

れるように, プラナタ ･マンサの kapat月

(第4月)(グレゴリー暦の9-10月ごろ)に

降る雨である｡8)この雨の特徴は強い風と雷
を伴 うが,降っている時間は長 くはない強雨

であることで,乾季の間にも時々降る雨 とは

降 り方があさらかに異なる｡乾季が長 く,激

しければ,"一番雨''に伴 う風 も激しいとい

7)Hoogerwerf[1949:172]はスンダ語の wa16t
として6種のツバメ類を掲げているが,このう
ち村人が季節の到来を知る手掛かりとするの

は,渡りをするHirundorusLicaguuuralisScop.
などであろうと思われる｡このころ,すなわち

プラナタ･マンサ暦の kapat月 (第4月)の
到来を知る手掛かりとして,manyar (Ploceus
manJar,英名 Weaverbird)が特徴的な巣作りを

すること,および,野性のブンチョウ galatik
(Paddaoryzivora)が群れをなしてやってくる
ことを多くの文献が挙げているが (例えば
Anonymousl1970],vandenBosch l1980L

TjondroNegoro[1880],Tohir[1948:15]),
筆者自身はいずれも確認していない｡

8)Hujankapatの kapatという言葉もまた,ka-
tiga(注5参照)と同様に,プラナタ･マンサ
における暦月の名称が今日のジャワ島農村にお
いて,なお生きている例である｡しかし,いず
れの言葉も,本来の意味を知る村人はほとんど
いない｡

う｡ このころ,近隣の村々からはもちろん,

ガルート県などの村々からの来訪者,バンド

ン市など-出稼ぎに行ってきた者たちから,

いついつどこどこで `̀一番雨"が降ったとい

う情報が寄せられるようになると,荒起こし

の準備を始める｡

乾燥しきった土壌は固く (teuas),鍬がた

たない.畑の荒起こし (m盲ncug)は,`̀一番

雨"が降 り,土壌がほどよく湿って,柔 らか

い (hipu)うちに行 うのが最 も効果 的であ

る｡ "一番雨"は 1日しか降らないこともあ

れば, 数日間続 くこともあるが, "一番雨''

の降 り終わったあとは,しばらくの間再び暑

い晴天続 きとなるので,荒起こしのタイミン

グを逃した者は "二番雨"を待たなければな

らない｡9)乾季の盛 りに火入れをしておかな
かった者は,まず火入れをしてから同日か翌

日に荒起こしを行 う.Sawahg盲Ievdug (雨季

作田)の荒起こし (ngawalajar)が行われる

のもこのころである｡

荒起こしを終えたみとの畑は,そのままし

ばらく放置する. これをng6retanah("土地

を日干しする")という｡ この期間を十分 に

とることで,土壌中に住む最もやっかいな害

虫である kuuk (根切 り虫,甲虫の幼虫)な

どを殺す効果があるときれる｡ 陸稲を作付け

する場合は,この ng6r卓tanahの期間を十分

にとるかどうかが,収量の多寡と安定性を決

めるひとつのポイントになる｡ ただし,雨季

作物として トウモロコシとインゲンマメのみ

を作付けする場合は,ngereh tanah が行わ

れることはあまりなく,したがってこの場合

の荒起こしは,いよいよ播種時が迫ってから

急ぎ行っても遅 くはない｡

約 1カ月,あるいはそれ以上続 く "個地の

日干し''(nggr6tanah)の間,̀ 一̀番雨"と同

9)このようにある農作業を `̀最も望ましい''とさ
れる時期に行うことのできない者は少な くな
い｡この点については,最終章でまとめて触れ
たい｡
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様な降 り方で,村人が hujanduakali("二

番雨"),hujantilukali(̀̀三番雨'')--･と名

付ける降雨が何回か不定期に繰 り返される｡

このようなきまぐれな降雨を hujankadong-

dora,または hujan panyglang と呼ぶ.ま

た,上空の雨水が強い風に吹き飛ばされて地

上にまで落ちてこないため,集落の上半分は

雨が降っているのに,下半分では降らないよ

うな雨 (hujanSilantung)なども,このころ

に特有な雨である｡ これら乾季から雨季-の

季節の変わり目に降る雨について,村人は

hujan ma6han kongkoak ("雨が若芽 を殺

す''),あるいは hujanmaghanjukut("雨が

革を殺す'')といい慣 らわす｡これらの意味す

るところは,雨が降っていったん発芽した雑

草が,引き続 く降雨がないために枯死してし

まうことで,"湿"と"戟"がきまぐれに繰 り

返すこの時期の端的な表現といえよう｡ 村人

によれば,この時期は t6r6hngijih("まもな

く雨季になる")であって,まだ usumngijih

("雨季")とはみなされない,すなわち播種

を行 うにはまだ早すぎる段階である｡ このよ

うな乾季から雨季への移行期は musim ma一

mar6ngと呼ばれ,10)"風邪"(sakitpanas)

がはやる時期ときれる｡夜明け前の西の空に

低 くすぼるが,その上にはオリオン ･ベル ト

が見 えるころである｡11) この ころ,wanci

10)Mamar占ngは,プラナタ･マンサで雨季 ･乾季
の移行期を意味するmarengに由来すると思わ
れる｡村人は musimmamar6ngを乾季から雨
季-の変わり目(グレゴリー暦10月ごろ)と説明
するが,プラナタ･マンサ暦でいうmar6ngは,
これとは逆に,雨季から乾季への変わり目 (グ
レゴリー麿5月ごろ)を意味する [Daldjoeni
1979:70;1983:2;Horne1974:366]｡なお,
スンダ語の梼準的な辞書[PKLBSS1976:300]
ではmamaringの意味を｢kapat月の終わるこ
ろ,まもなく雨季になるころ (dar唱dangratの
反対語)｣としており,村人の説明と一致する｡

ll)冒頭に掲げた俗言 (その1)の Lamun ben-
tangwuluku冨eusayadikulon,tabEtamang-
sanaturunngawalajarsawah("オリオン座が
[夜明け前に]西に見えたら,荒起こしを始め
る季節〃)というのは,このころを意味する｡
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b言dug(正午)に人や日時計の影がなくなる日

がある｡12)次いで,日ごとに太陽の昇る位置

が,美東より "南-ずれて行 く''(panonpo卓

ngagilirkakidul)ので,洗濯物の干し場を家

の北側から南側に移さなければならない｡こ

のような太陽の動きは目前に雨季の迫ってい

るしるLである｡ 村人は播種のタイミングを

待ち構える｡

Ⅳ-2 雨季の開始期から末期にかけて

陸稲, トウモロコシなどの雨季作物をいつ

播種するかは,村人の重大関心事である｡ サ

ラムンカルを含む山岳地方では,すぼるが,

isa("就寝前の祈 り")をするころ (夜 7- 8

時ごろ),東の稜線から昇ってくる時期 が,

陸稲を始めとする雨季作物の `̀最 も望 ま し

い''播種時である,といわれる｡

ジャワ島民の伝統的な sidereal calendar

において暦法の基礎となる,いくつかの重要

な apparition(特定の星の特定の見え方)が

生ずる日付を,プラネタリウムを用いて推定

している Ammarell[1983]の実験によれば,

日没直後の東の水平線から昇ってくるすぼる

が,視認できる最初の日は11月8日 (1850年

当時)である [ibid.:12]｡Ammarellが実験

の基準とした時刻が ｢日没直後｣であるのに

対して,村人が照準とする時刻は,これより

1-2時間後の "就寝前の祈 り''をするころ

で, したがって,昇 ってくるすはるを認め

ることのできる時点は,Ammarellの推定日

(11月8日)より少し早い時点であると患わ

れる｡ すなわち,村人の述べ るす ぼるの位

12)この日は,南緯約7度のジャワ島では,10月12
日ないし13日に相当する [Ammarell1983:
12,22]｡なお,カリマンタンには正午の影が
無くなることをもって雨季作開始の手掛かり
とする習慣がみられる [Idak 1982:17-18;
Schophuys 1936:112].また,ケンヤーとカ
ヤンは巧妙な方法で正中時の太陽による影の
長さを測り,農作業開始の適期を知るという
[Hose 1905]｡
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100 積算雨量 75mm 積算雨量300mm

9月10月 11月12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

図 3 乾季から雨季-かけて積算雨量が 75mm となる確率,

雨季から乾季へかけて 300mm の積算雨量がなお期待
できる確率,など

置 と,それが見える時刻から推定で きる `̀播

種時"は,グレゴリー暦の10月終わ りごろと

考えることができる｡13)

今,日雨量データを用いて,乾季のピーク

時か らの積算雨量が,畑地耕作の開始に必要

といわれる 75mm に達する確率を,各月の

三半期 (10日間)ごとに試算してみると,積

算雨量が 75mm となる確率は,10月の第 1

三半期 (10月 1-10日)ごろで約50%,10月

の第 3三半期 (10月21-末日)ごろには約75

13)陸相の播種,あるいは水稲の移植のタイミング
をすぼる,あるいはオリオン･ベルトの位置か
ら判断する技術は東南アジアの島峡部に広く知
られる｡ジャワ島については, de玉ie[1901:

26-27;1911:llL SollewijnGelpkel1874:
135-136],玉井[1944:6]などによる報告のは

か,Koens[1926:23]は,ヨクヤカルタで行わ
れている習慣として,毎日没直後,粗米を手
の平にのせ,その手をオリオン･ベルトの見え
る方向にかざして,粗米がずり落ちるほどの

高さまでオリオン ･ベルトが昇 ってきたとき

(Ammarell[1983:13-14]の推定では1月4日

ごろ)を秤の播種時と判断する,という習慣を
報告している｡日没直後あるいは夜明け直前に

特定の星-向けて手をかざし,粗米や腕輪がず
り落ちることをもって農作業開始の適期と判断
する似たような習慣は,カリマンタン (ランダ

ック･ダヤック)[Schadee1914:134],スマ

トラ(アチェ-)[SnouckHurgronje 1906:2
57],あるいはマレー半島 (ペラック,ケダー)
[Winstedt 1951:44]などでも知られる｡

%となる(図 3)014)畑地耕作の開

始可能時期を, 75mm の積算雨

量が75%の確率で実現する時期 と

すれば,雨量データか ら判断され

る耕作開始可能時期 と,村人の述

べるすぼるの位置 ･時刻か ら推定

できる播種開始の時期は,奇 しく

も一致することになる｡15)

土壌が播種に好ましい水分を含

むようになる時期を,長年の経験

か らすはるの位置によって判断す

る技術は,しかし個々の年につい

ては当てはまらないこともあるは

ずである｡ 実際,播種の開始時期を,すぼる

やオリオンの 位置だけを頼 りに 決 めること

は,早す ぎてしまうことも遅すぎてしまうこ

ともあって 危険 である, と述べた 村人 もい

る｡ "早すぎる危険" とは,いうまで もなく,

きまぐれな降雨が規則的な降雨に変化するタ

イミングを早まって 判断して 播種 したため

14)ここで計算に用いたのは,バンドン測候所の公

表されている1957-1964年 [Republiklndone-
sia 1980:136-181]および1971年 [Republik
lndonesia 1976:79-85]の9カ年の日雨量時
系列データである｡計算方法,および,畑地耕

作開始に必要な最小積算雨量を 75mm とする
などの見解は 01demanetal.[1982:149-158]
および Morrisetal.[1979]に従った｡

15)以上は天水のみに依存する k盲bonmisah ("離
れ畑")についてである｡村落近くに所在し,必

要な場合は湧水による濯概の可能な私有畑につ
いては,すぼるが isa("就寝前の祈り")のこ
ろ束の空に見えるようになってから播種するの
では遅すぎる,夜明け前にすぼるが西の空に候

き,オリオン･ベルトはまだ天頂近くに見える

ころ (10月中旬)が,播種にちょうどよいころ
であるという｡夜半前 (夜10時ごろ)すはるが

"8時の太陽の位置"にいるころが播種の適期
であるとするのも,内容的には同じで,やはり
10月中旬ころをさしている｡なお,冒頭に掲げ

た俗言 (その2)の Kidangmanceuran,nga-
seuk(̀̀オリオン [夜明け前に]真上にきたら,
種まきだ〃)は,このころより少し早い時点を

意味すると思われる｡(Koolsl1935:19]はグ
レゴリー暦9月15日ごろと推定している｡)
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に,発芽したばか りの作物がわずかな期間の

乾燥にも耐えられず枯死してしまう危険であ

る｡ "遅すぎる危険"とは, のちにも述べる

ように,規則的な降雨パターンに変わってし

ばらくののちに必ず訪れるといわれる `̀雨季

の小休止期"に,発芽後の幼植物が遭遇して

枯死してしまう危険である｡ `̀早過ぎる危険"

を避けるため,サラムンカルの村人が注目す

る自然現象は,羽蟻 siraru の分封と数種の

コオロギ jangkrikの出現である｡

"一番雨"から数えて数回目の雨がひ とし

きり激しく降ったあと,雨足が弱まり,日が

暮れてからもなお "シトシト雨"が降 り続

いているような宵,突然,羽蟻 siraru の大

群が,明か りを求めて飛来する｡ この羽蟻は

たいへん美味で食用として好まれるため,大

人も子供 も総出で争って捕まえる｡ ケロシ

ン ･ランプや懐中電灯の明かりの中に飛び込

んでくる羽蟻は,再び飛ぶ力を失い,容易に

捕まえることができる｡ この羽蟻の飛来が,

ジャワ島で広 く聞かれるよ うに [deBie

1911:ll;vanLookerenCampagne 1899-

1905:484;Veth 1907:496:Zoetmulder

1974:195,201],雨季作開始のタイミングを

知るための直接の手掛か りとな るものであ

る｡16)羽蟻の飛来もまた,その ころが迫 る

と,"一番雨" のときと同じように,いつい

つどこどこで羽蟻が出たという情報が盛んに

寄せられるようになる｡

サラムンカル の村人 のなかには シロアリ

の飛来より,コオロギ jangkrik(Gryllidae)

16)Siraruは,有麹の rinyuh (シロアリ)に対す
る名称であるが,ここでは …羽蟻Mとしてお

く｡雨季初めに飛来するのは sirarulutungと
呼ばれる種類で,これより一層美味とされる
siraru minyakは雨季半ばに出現する｡Vander
Burg[1904:90]はジャワ島の可食性シロアリ
として Terme∫sumatranum.T.fatale,T.mordax,
T.sirox,T.dcstrucLorなどを挙げている.なお,
中央スラウェシのト･バダ[Woensdregt1928:
148],南スラウェシのトラジャ[山下 1982:
378] などでも羽蟻の出現を雨季作開始のタイ
ミングを知る手掛かりとする｡
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の出現により一層の信をおくとする者 もあ

る.17)NgEr6tanah (畑地の日干し)中,雨

が降っては発芽 ･生長し,引き続 く乾燥で枯

死した雑草の間に,飛びはねるコオロギが見

られるようになるときが,砕土,畝作 り,そし

て播種と続 く一連の農作業を開始すべき適期

であるという｡ 子供たちがコオロギを捕まえ

て遊ぶのに夢中になっているころ,大人たち

は雨季作物の播種作業に忙殺きれる季節であ

る｡このころに降る雨は hujanpangaseukan

(播種南),あるいは hujan pam言Iakan (植

付け雨)と呼ばれる｡18)

播種作業 はまず, 男たちが鍬 (pacul)で

土塊を砕き (ng言pr6k), 表面を平らにする

(ngipur)｡続いて,3人の女が一組になり,

先頭の女が播種棒 (luju)で穴を穿ち (nga-

seuk),2番目の女が数粒の種子を入れ,3番

目の女が-つまみの肥料を入れ,足で穴を塞

ぐ (muuhan),という動作を繰 り返しながら

行われる｡ 陸稲,トウモロコシ,インゲンマメ

を混栽するときは,通常,播種日を1- 2日

ずらして行 う｡ 同一の畑地に,スンダ人が生

食することを好むイヌホオズキ leunca (So-

lanum nigrum L.),ナスt6rong(Solanumme-

longenaL.),小型の トウガラシ cgngek(Cap-

siczEm FrutescensL.), シカクマメ jaat(Ps0-

9hocarPusteiragonolobusD.C･),ダイコンの一

種 lobak(RaAhanussativusL･), トマトの一

種 k盲mir(Solanum ccrasiformeDun･),ハク

17)雨季初めに出現するのは jangkrikと総称され
るコオロギであって,kasirと呼ばれる大型 ･可
食性のコオロギは雨季半ば～後半に現われる｡
18)以上は天水のみに依存する "離れ畑" (k首bon
misah)についてである｡｢…離れ畑''では羽蟻,
ないしコオロギの出現を見てからでないと,播
種してはいけないが,b盲b盲dahan(集落近くの
畑地)ではその前にしてもよい｣と村人がいう
ように,集落近くの濯慨条件のよい畑地におい
ては,たとえka16mpohan("降雨がないため水
不足となる")となった場合でも,近くの湧水
をかけて濯概することができるため,しばしば
播種が早めに行われる｡
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サイ p6tsai,andewi(CichnriumendiuiaL.),

mangsoyなどなどの野菜類 (lalab-1alaban)

も植え付けられる｡ 野菜類は,陸稲, トウモ

ロコシなどに平行して植える場合も,仰地の

一区画あるいは周囲に植える場合もある｡

陸稲の播種 が行われるころ, 3つのマイ

ナーな穀類の播種も行われる｡ アワ kunyit

(SolariaviridisBeauv.var.italicaAsch. et

Gr･)は,通常,あらかじめ陸稲の種籾と混ぜ

ておく｡ ジュズダマ hanjgli(Coix lacTJma

JobI'Linn.)は,畑地の周辺部に単独に穴播す

るのがふつうであるが,陸稲の種粗と混ぜる

こともある｡ ソルガム gandrung (Sorghum

uulgal･ePers.)は陸稲と混ぜることはなく,価

地の周囲か,水田の畦に穴播きれる｡ 陸稲は

播種後 1週間ほどで jumarum ("針の様な'')

2週間ほどで ngabulutikukur("キジバトの

雛の羽毛の様な'')と呼ばれる生育段階 に な

る｡19)

播種のピークは約 1カ月続く｡ 幹の太い竹

(awig言d占)が再び葉を付け (awi g言d占mang-

katdeui),タケノコ (iwung), キノコ (su-

ung)の副食が出回るようになると,村人 は

しだいに播種の "遅すぎる危険"を気にしな

ければならない｡というのは,播種に好都合

な "播種南"がしばらく続いたあと,雨足が

バッタ1)止まってしまう halodo pany言lang

(雨季の小休止期) が訪れるからである｡ 久

しく見ることのできなかった夕焼け(1ayung)

が `̀雨季の 小休止期" に入ったことを告げ

る｡この `̀雨季の小休止期"は毎年必ずやっ

てくる, しかし, どれくらいの期間続 くか

は毎年一定していないという｡

"雨季の小休止期"に入ると,土壌は再 び

カラカラに乾き,あたかも乾季に逆戻 りした

かのような様相を示す｡"適期"に播種 きれ

19)陸相の生育段階の名称は,別稿で報告した水稲
のそれ [五十嵐 1984a:31]と基本的に同一
である｡なお,jumarumは,陸稲については,
ngabuluirung("鼻毛の様な'')とも呼ばれる｡

た雨季作物は,このころまでには根を張って

いるので,十分乾燥 に耐 えることができる

が,播種の遅すぎた場合は,この乾燥に耐え

ることができず,枯死してしまう危険性があ

る｡"雨季の小休止期''に入ったら,陸稲, ト

ウモロコシなどの播種は不可能である｡ しか

し,もし,"雨季の小休止期''が訪れず,降雨

が続くと,陸稲, トウモロコシなどの雨季作

物は腐ってしまうという｡

陸稲はこの "雨季の小休止期''の間に bu-

bunitikukur("キジバ トが見え隠れする")

からlumeunca("イヌホオズキ leuncaの背

丈ぐらい")と呼ばれる生育段階まで生長す

る｡この段階で, 1回目の除草 (ngoyos)と

施肥 (ngag言muk)が行われる｡ この他,二つ

の農作業がこの "雨季の小休止期"に行われ

る｡

その一つは,乾季作物であるタバコ栽培の

準備である｡雨は,"雨季の小休止期"の間,

全く降らないわけではなく,不定期に何回か

の降雨が見 られる｡ちょうど "一番雨''から

しばらくのあいだ続 く降雨パターンと似て,

"乾"と"湿''が不定期に繰 り返されるこの季

節は,初回作物としてタバコを栽培するため

の畑地を開くのに最も適 している｡ この時

期の "乾"を利用して火入れを, `̀湿" を利

用して荒起こしを,再び "乾''を利用 して

ng占r6tanah(畑地の日干し)を行うことがで

きるからである. 竹林または surian(Toona

cinensi∫M.Roem)などを主要樹種とする林

地 (talunan)が開墾されるのはこの時期に限

られる｡ また,初回作物としてタバコを植え

付けるために k盲bonmisah(…離れ畑")の小

区画を賃借するのもこの時期で,火入れの煙

が山々から立ち昇る光景を再び目にすること

の多いシーズンである｡

林地 (talunan)(これらはすべて村人の私

有地である)を開墾する者は,まず有用樹を

残して伐採 (nuar),つづいて下草刈 り(nya-
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car)を行 う｡ 伐採きれた竹ないし樹木はそ

のまましばらく放置･乾燥させる(ngagaring-

an)｡その間,商品として売る主幹,薪とし

て自家消費する枝など利用できる部分の仕分

け,村までの運搬,利用価値のない小枝,

莱,根などを1個所に集めて火をつける作業

(ngadurukan)が連日行われる｡竹の柵で畑

地を囲む作業 (mag言r)もこの間に行われる｡

林地を開いて造成した畑地は k言bonbukaan

あるいは単に bukaan と呼ばれる｡

この期間に行われるもう一つの農作業は

キャッサバの植付けである｡ キャッサバをこ

の時期に植え付ける理由は,雨が多すぎると

キャッサバの苗が腐ってしまうからだとする

者 もいるし,そうではなく,陸稲, トウモロ

コシ,インゲンマメなどの播種を優先させる

ため,キャッサバの植付けが遅れて,たまた

ま "雨季の小休止期''に一致するだけである

と説明する者 もいる｡ 実際,キャッサバは,

集落内の敷地の片隅や,畑地の周辺部に年間

にわたって 随時植え付 けられるが,最終作

物 としてのキャッサバが, 1- 3年使用した

畑地全面に単植きれるのは,"雨季の小休止

期''に行われることが多い｡ただし,陸稲と

キャッサバを混作する場合は, 陸稲が nga-

bulutikukur("キジバ トの雛の羽毛の様な'')

から bubunitikukur("キジバトが見え隠れ

する'')と呼ばれる生育段階 になったとき,

キャッサバを植え付けるのがよいという｡20)

平年ならば,`̀雨季の小休止期"が終わる

ころ,日没後の東の空に見えるすぼるの位置

20)陸稲と混栽する場合,キャッサバの植付けを数
週間遅らせる理由を村人は,もし陸相,トウモ
ロコシの播種と同時に植え付けると蔭 (hieum-
hieum)を作って,陸稲,トウモロコシの生育
を害するから,と説明する｡同様な理由で,ジ
ャワ島の各地 [Falconetal. 1984:29-32],
南スマトラのランボン[広瀬 1979:62]など

においても,キャッサバの植付けが行われるの
は,陸稲,トウモロコシの播種後3-4週間後,
ないし1カ月後であるという｡
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はかなり高 くなってお り,その下に低 くオリ

オン ･ベル トが見える｡ また,夜明け前の酉

の空なら,すでにすはるは水平線下に没し,こ

れを追うようにオリオン ･ベル トが沈 もうと

しているのが見える｡21)太陽が昇る位置は最

も南にずれ,wancib盲dug(正午)における

人や日時計の影が最も北-伸び (すなわち冬

至,グレゴリー麿 12月 21ないし22日),続い

て太勝の昇る位置は日ごとに北へずれてゆ

く｡これらの手掛かりはいずれも `̀雨季の小

休止期"の終わり,すなわち雨季の最盛期の

到来をしめす｡

"雨季の小休止期''が終わると,pabaruと

呼ばれる再び雨続きの季節が訪れ る｡ この

pabaru と呼ばれる季節は, さらに pabaru

Walandaと pabaruCinaの二つに区分され

るが,その名称からも知られるように,平年

なら,前者はグレゴリー麿の12月- 1月ごろ,

後者は1月-2月 ごろに相当する時期 であ

る｡22)いずれの季節にも共通する特徴は雨の

多いことである｡雨季の大部分を通じて,午

前中は太陽が射し,しだいに雲が出て,降雨

の開始は午後になるという日内変化がふつう

であるにもかかわらず,この pabaruの時期

だけは,これとは異なり,雨はしばしば早朝

から降 り始め,深夜に及ぶか,あるいは,た

とえ降雨がなくても朝から厚い雲が低 くたれ

21)冒頭に掲げた俗言 (その2)の Surupkidang,
turunkungkang("オリオン [夜明け前に]沈
むころカメムシが発生する〃)というのは,こ
のころを意味すると患われる｡Koolsl1935:

19]はグレゴリー暦12月15日ごろと推定してい
る｡なお,kungkang(-リカメムシ)が発生す
るのは稲の生育段階がrampak("一斉に出穂す
るM)になるころといわれる｡

22)Pabaruという言葉はマレー語の tahun bar°
(新年,正月)のbaruに由来するので[PKLBSS
1976:43],pabaruWalandaは "オランダ正
月相,pabaruCinaは "シナ正月''とでも訳す
ることができるかも知れないが,いうまでもな
く村人には新年を祝う習慣は全くなく,これら
の言葉は単に "雨季の小休止期''に続く雨の多
い季節を示す名称として用いられる｡
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こめ,山々には麓まで霧がかかっている,と

いうような毎日が続 く｡太陽の照 りつけるこ

とが少なく,ずぶ濡れになった身体をたき火

で暖めながら農作業を続けることが多いこの

時期は, 村人 にとって耐えがたいほど =寒

い''季節である｡ ヒトには kaligataと呼ばれ

る皮膚病が, ニワトリには tEt610 という病

気がはやるのもこのころである｡

PabaruWalandaと pabaruCina に共通

するのは,"降った り止んだ り"(pupuruhpuy･

an)の "霧雨''(miribisまたは ng言prul),

あるいは "長時間続 くシトシト雨"(ngaririn-

cik)がほとんど連日続 くこと (ng盲cr盲k)で

あるが, 風の強 さが 異なることで 区別され

る｡PabaruWalandaの季節を特徴づけるの

は hujanangin,すなわち強い風を伴 う雨で

ある｡ もし,播種が平年通 りの時期 に行 わ

れ,pabaruWalandaの季節 もまた平年通 り

の時期に訪れたとすれば,この時期の陸稲の

生育段階は g言d6pare,すなわち分垂期とな

るはずである｡村人にとって心配なことは,

強風による作物の倒伏だけではなく, "播種

雨''が 早 くきすぎた り, あるいは pabaru

Walanda期の到来が遅すぎたために, 陸稲

の出穂期 (rampak)が強風の多いこの時期 と

重なってしまうことである｡ 出穂期の陸稲が

雨風に吹かれると,結実せず,枇 (hapa)と

なってしまうからである｡風による陸稲の被

害を少しでも減じるために,水稲の在来種に

ついて見 られるのと同様 に,陸稲 について

ち,二つないしそれ以上の品種の種籾を予め

意図的に混ぜ合わせてから播種して,出穂時

期をわずかずつずらせることにより,風に吹

かれて枇となる危険を分散 させる手段が取 ら

れる｡23)

23)別稿参照[五十嵐 1984a:56-59]｡Natawidjaja
[1914]が農業の啓蒙誌『農民の友』(Mi'traNee
Tani)でこの問題に触れ,稲の品種を混ぜる
ようなことはしてはならないと訴えているよう

に,この慣行は広く行われて釆たらしい｡今日

インゲンマメ (kacangbeureum)の収穫

の盛 りは, ちょうどこの pabaru Walanda

期に当たる｡ 同時に,野菜類が食べられるよ

うになり,usum lalab("野菜の季節'')が始

まるのもこのころである｡ インゲンマメの収

穫をしながら,同時に陸稲の第 2回目の除草

(ngoyosmindo)と施肥 も行われる｡

Pabaru Walanda に続いて pabaru Cina

がやってくる｡ Pabaru Cina期の特徴 は,

pabaruWalandaとは対象的に,風の弱いこ

とである｡ この時期に行 う最 も重要な農作業

はタバコの苗床作 り (ngipukbako)である｡

この時期の雨は雨足が弱いため,細かなタバ

コの種子が, 苗床にまかれたあと, 雨水に

よって流される危険性 が 最 も少ないからで

ある｡タバコの苗床 (ipukanbako)は竹林

(talunanawi) を切 り払って造成したばか り

の新畑 (k盲bonbukaan)にしか作ることがで

きない｡すでに "雨季の小休止期''に,伐採

(nuar),火入れ (ngaduruk),荒起こし(m盲n･

cug), 日干 し (ngir6tanah)を済ませ,こ

の時期まで放置 されてきた新畑のあちこちに

ある竹叢 (dapurawi)の切 り跡が,陽の射

すわずかな時間に改めて焼かれ,切 り株の一

本一本に細かな刻みを無数に切 りつけた後,

タバコの種子が散播きれる.次いで,竹薮で

苗床を覆 う薦状の枠を組み,さらにこれをサ

トウヤシ (kawung)の葉で覆 う (nurub)｡

種子,あるいは発芽後の幼体が野鳥についば

まれないように,あるいは,雨水に流されな

いように,あるいはまた,わずかの時間で も

直射日光にさらされると枯死してしまう幼体

を保護 するため, などなどの 理由が 聞かれ

る｡発芽後 1-2週間たつと,サ トウヤシの

葉は除かれる｡

すでに述べたように,タバコの苗床は竹叢

においても,新品種の卓越するプリアガン高地
の平坦部 (バンドン,チアンジュール,スカブ
ミなどの各平地部)を除く在釆種地帯では,ど
くふつうに見られる慣行である｡

99



東南アジア研究 25% 1号

の切り跡にしか作ることができない ｡ このた

め,竹林の所有面積がかなり広い者でも,タ

バコの苗床作 りは数年に1度しか巡ってこな

いので,苗床作 りをする者の数は多くなく,

一つの集落に数人から,大きな集落でもせい

ぜい十数人いるに過ぎない｡これら各集落に

点在する "苗床持ち"から,タバコ栽培をし

ようとする者は,移植に適した苗 (播種後40

～50日の苗)を購入しなければならない｡タ

バコ栽培をする者は,畑地の耕起 ･整地など

植付けの準備を終えてから, "タバコの苗探

し"(nyiarbinillbako)を始めるので,移植

に最適な苗は必ずしも近隣にあるとは限 ら

ず,しばしばかなり遠 くの集落まで丸 1日か

けて探し求めることも珍しいことではない｡

タバコの苗床作りをする者は,できるだけ長

期にわたって移植に最適な苗が常時供給でき

るように,細かなタバコの種子が雨水によっ

て流される危険性の少ないこの pabaruCina

期を通じて,時期を少しずつずらせながら,

一つ一つの竹叢跡に次々と播種を行なってゆ

く｡ タバコの苗の販売は,竹林を切 り払って

新畑を開いた者だけがすることのできる特典

なので,この機会をめいっぱい利用して,現

金収入を稼ぐためである｡

トウモロコシの収穫は,この pabaruCina

期に始まるのがふつうである｡ 陸稲は,分

轟期 (g盲depare)を終わり,主群と分垂枝

の高さが揃う段階 (mapakdaun)を迎える｡

この段階から "一つ二つの穂が出始 める"

(culc盲1)段階の間に第 3回目の除草を行う｡

とくに,雑草の繋茂が旺盛な"離れ畑"(k盲bon

misah)では, もしこの時に除草をしてお か

ないと,刈取 りのときに陸稲畑に入れなくな

るほど,とげのある alimusaなどの雑草が繁

茂してしまう｡ このときの除草は,第 1回目

および第 2回目の 除草 (ngoyos)が kor6d

(鎌の 1種) で行われるのに対し,根を傷つ

けないように素手で行われる (ngarambas)｡
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同時に,肥料を散布 (diawurkeun)する者も

いる｡

褒雨の多い pabaruCina期が終わると,

再び強い雨の降る時期がやってくる｡雨季の

末期であるこの時期に狂ったように激しく降

る強雨は hujanSunda("スンダ雨")の名で

知られる｡`̀スンダ雨"は,強雨であるが,

短時間で雨足の弱まる雨 (ngag首bret)で,し

ばしば宵を伴うが,風が吹くことはない｡ま

た,この時期は,pabaru のころのように,

早朝から雨が降 り続いたり,太陽の射さない

雲 り空が続くことは少なく,午前中は陽が射

し,次第に雨雲が出てきて,降雨の開始は午後

になるという雨季の典型的パターンに戻る｡

陸稲は,この時期に,椿学期 (reuneuh)か

ら出穂期 (culc言1,paparakoan,rampakの各

段階)を迎える｡ トウモロコシの収穫のピー

クはこのころまで続く. もし太勝が射せば,

wancib盲dug(正午)に人や日時計の影が無い

日があるのはこのころである｡24)次いで,日

ごとに太陽の昇る位置が真東より `̀北-ずれ

て行 ぐ'(ngagilirkakalgr)ので,洗濯物の干

し場を家の南側から北側へ移さなければなら

ない｡日没直後の空にはオリオン･ベルトが

天頂付近 (manceuran)に,すはるは酉に候

いて (ngagilirkakulon)見える｡これらはい

ずれも乾季が近づいているしるLである｡25)

タバコを植え付けるための荒起 こし (m言n-

cug)を済ませていない者は,遅 くともこの

時期までに終えておかなければならない｡ま

た,タバコ栽培に大量に必要な,羊の糞便を

主材料とする堆肥作 りもしておかなければな

らない｡

24)この日は,南緯約7度のジャワ島では, 2月
末日ないし3月1日に相当する [Ammarell
1983:17,22]｡
25)Ammarell[1983:17]は,日没直後の天頂にオ
リオン･ベルトが正中する日を2月26日と推定
している｡なお,すはるが日没直後に正中する
のは,これより1カ月早い1月26日としている
libid.:16L
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Ⅳ-3 雨季か ら乾季への移行期

激しい "スンダ雨''の季節が終わるころ,

久しく見ることのなかった澄んだ青い空が広

が り,暑い陽射しの照 りつける日がやってく

る｡しかしこの晴天は,せいぜい2- 3日で

終わり,再び激しい雨に戻る｡何回目かの晴

れ間に,木々の相から多数の turaes(クマゼ

ミの一種 CrJPtoIJmPaTW aCulaSignoret)が

"騒々しく鳴("(言ng6ng一言ng占ngan)のが聞

こえるようになる｡ SadaturaEsmaehkeun

iwungawi("クマゼ ミの鳴き声がタケノコを

殺す'')といい慣 らわされているように,turaes

が鳴くころには枯死 する タケノコがみられ

る｡26) 渡 りをするツバメ wa16tが北- 飛び

去るのもこの季節である｡ 陸稲は beuneur

h与jo (̀̀粗に中身が入る'')の段階からやがて

"曙光色"(rayrayan)になり,まもなく収穫

を始めることが可能である｡

クマゼミの出現がタバコの植付け開始のタ

イミングを知 らせるしるLである｡ クマゼ ミ

は約 1カ月後に "一斉に死ぬ"(tumpur)が,

そのころまでにはタバコの植付けを終えてい

なければならないという｡ クマゼ ミが現われ

てから"一斉に死ぬ''までの時期はグレゴリー

麿のほぼ 3月始めから4月始めまでに相当す

る｡村人の分類に従えば,タバコの植付けシー

ズンはまだ usum ngijih (雨季)であって,

降る雨はまだまだかなり激しいが,降 り方は

しだいに乾季型のそれに 変わってゆく｡ `̀ク

マゼ ミが出たら, あと2カ月で乾季になる''

といわれるように,雨は,まだしばらくの間,

降 り続 く｡ 雨季から乾季-の移行期 (musim

dangdangrat)に降る雨は hujan dangdang-

rat,あるいは buntuthujan("雨のしっぼ ')

26)枯死するタケノコは,その形が julang(サイ
チョウ亜目に属する鳥で,Buccrosrhinocerosま
たは AnlhnZCOCCrOSCOnUCXuS)の尾に似ていると

ころからbuntutjulang("犀鳥の崖'')と呼ば
れる｡

と呼ばれる｡ タバコの作柄を決めるのはこの

…雨のしっぼ"である｡ タバコの植付けは,

この "雨のしっぽ"がまだ十分に降るころ,

すなわち,クマゼ ミが鳴き始めてから "一斉

に死ぬ"までの約 1カ月の闇に,終えておか

ないと,良い作柄は望めないという｡日雨量

データを用いて,ウェット･スペルの生じる

確率を試算してみると,ウェット･スペルは

5月中旬ごろまで高い確率で生ずる (図3)0

しかし,積算雨量が畑作物の再度の植付けに

必要とされる 300mm (ただし,乾季のピー

ク時から遡って積算した値)となる確率は,

3月にはまだ十分に大きいが, 4月の第 2三

半期 (4月11-20日)ころに75%を切 り,以

降急速に減じる (同図)027)雨量データは,

ここでも,村人の説を支持する｡

クマゼミの激しく鳴く,暑 い場射 しの照

りつける晴れ間をみて,すでに荒起 こしの

されている畑地の砕土 (ng盲pr蝕), 畝立て

(ngalaci)を行い, ここにまずインゲンマメ

を穴播する｡ インゲンマメがわずかに芽を吹

くと,これに平行にタバコの苗を移植する｡

まず男が表土を柔 らかく砕き (ny盲kcruk),

轟軌､て女が素手で穴を開け,苗の主板に一握

りの堆肥を添えて,穴に入れ,土を被せる｡

同時に一本一本の苗の脇に surian(Toonaci-

nensisM.Roem)の小枝を差し, 日蔭 を作

る｡ この小枝は,苗が根を張ると,抜いて捨

てる｡雨季入 りのときと同様,このときも,

畑地の一区画あるいは周囲に種々の野菜が植

えられる｡

陸稲の豊熟 (asak)は,タバコの植付け時

期 とは,ほとんど同時か,ほんのわずか遅れ

てやってくる｡28) 混植されているアワ,ジ ュ

27)注14)参照｡

28)サラムンカルで作付けされている陸相 (すべて
在来種)の生育期間は約150日弱,水稲 (ただ
し在来種)のそれは180日余である｡サラムン
カルと付近一帯における陸稲の刈取り慣行は,

播種作業に協力した者だけの参加を許す方式
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ズダマもほぼ同時期に刈 り取 られ る｡陸稲

の刈取 りが鎌で行われることはなく,すべて

et壬m (穂摘みナイフ)を用いて一本一本の穂

が切 り取 られる｡陸稲畑にはとげのある ali-

musaなどの雑草が生い茂って, 鎌刈 りする

ことはほとんど不可能であるうえ,混載 され

ているアワ,ジュズダマの穂を別途刈 り取る

ためにも,陸稲は gt与mで穂摘みきれなけれ

ばならない｡ 陸稲 の収穫の際,未熟のため

刈 り残された稲穂は,やがて豊熟すると適量

ngag言mp卓lan("遅れ樽刈 り")古れる.

陸稲の収穫がピークをすぎるころ,降雨 と

降雨の間隔が開き,降雨の激しさにも衰えが

感 じられるようになる｡休閑中の畑地 (jami

あるいは reuma)や刈取 りの終わったばか り

の陸稲畑では,kaso(SaccharumsponiancumL.),

jukutbau(Ageralum conyzoidesL.),alimusa

(MimosainvisaMart.),eurih(ZmAeratacJlind-

ricaL.) などの 雑草が花を咲かせている｡

雨季入 りの時期と同様, このころも "風邪"

(sakitpanas)がはやる.

陸稲の収穫が終わってまもなく,日没直後

の西の空に低 く見えていたすぼるがついに見

えなくなる｡ ちょうどこのころ, 南 の 空に

昇 ってくる南十字星 (b6ntanglanglayangan)

が低 く見え始める｡ すぼるに続いてオリオン

･ベル トもまもなく見えなくなる｡すはるや

オリオン ･ベル トが 1年の うちのある期間見

えないことは,村人なら誰でもが知っている

ことであるが,その期間は40日とも3カ月 と

もいわれる｡ すぼるが,続いてオリオン ･ベ

ル トが,西の空-沈んで,夜明け前の東の空

に再び戻ってくるまでの間29)は,プラナタ ･

(C盲blokan)ではなく,播種作業をした ･しな
いを問わず,また村落の内外を問わず,誰でも
(ただし,ふつうは女だけ)が自由に参加 し,
各自の刈り取った10分の1が報酬として与えら
れる方式 (gacong)である (なお,水稲の刈
取り慣行も同様である [五十嵐 1984a:39-
40])0
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マンサでは水稲収穫後の `̀農閑期''(apitl言-

mah)ときれる時期である [vanden Bosch

1980:255]｡しかし,サラムンカルの村人に

とって,この期間は暑 く照 りつける陽射しの

中で,激しい労衝の続 く苦 しい季節である｡

この季節に行われる重要な農作業は,まず

タバコの施肥 (ngag言mukbako)である. こ

れは,移植のときよりもはるかに大量の堆肥

を担ぎ上げなければならない大変な重労働で

ある. 遠隔の "契約畑"(k盲bonkontrak)杏

賃借している者は,何人かで共同して小型 ト

ラックを借 り上げ,堆肥をいったんガルート

県側へ運搬したのち,それぞれの貸借畑へ担

ぎ上げるという手段がとられることもある｡

タバコの施肥が終わるころ,インゲンマメの

収穫が始まる｡同じころには野菜の収穫 も始

まり,再び usumlalab(̀̀野菜の季節'')とな

る｡ インゲンマメの 収穫が 終わるとただち

に,畝の補強作業 (nyaeurbako)を始めなけ

ればならない｡というのは,このころまでに

タバコ畑の畝は雨水に流 されてお り,40-50

cm に成長 したタバコが倒伏するのを防ぐた

めである｡ このころまで続いている buntut

hujan("雨のしっぽ") は, ますます雨 と雨

の間隔が開き,暑 く照 りつける陽射しの中で

畝の補強作業を行わなければならない｡タバ

コは,下位の葉 (k卓p与l)がまもなく収穫でき

るほどに大 きくなっているが,上位の葉の収

穫までには,なお除草,施肥,芽摘みなどが

何回か繰 り返 される｡

このころ,カポック randu(CCibapentan-

dra Gartn.), surian (Toona cinensis M.
Roem) などが落葉 ･結実を始める｡ Cang-

29)プラネタリウムを用いたAmmarell[1983:18]
の実験によれば, すぼるの伴 日没 (beliacal

setting一日没直後の水平線下に没する)は4月
30日に,伴日出 (helicalrising一夜明け直前の
水平線上に昇ってくる)は6月4日に生じる｡
オリオン･ベルトは,すはるの伴 日出と同日
(すなわち6月4日)に伴日没が,6月25日に
伴日出が見られる｡
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kurileung(PycnonolusSaferaurigaslerVieill･),

jogjog(PycnonotusgoiavieranalisHorsf.)(以

上いずれもヒヨド1)の類),tikukur(SlrePtO-

pelia chincnsis tigrina Temm.), d盲deTruk

(SlrePloPcliab.bitorqualaTemm.)(以上いず

れもキジバ トの類),モズ to占d(Laniusschach

bcnletHorsch.)などの野鳥が求愛行動 (bar言一

g6r)と巣作 り (nyarayang)をするのが見 ら

れる｡ これらは,いずれも本格的な乾季 (ka-

tiga)の到来を告げる｡Surian が結 実 す る

と,タバコの芽摘み作業 (nyirung)の合 間

などに,種子を小枝ごと切 り取って,タバコ

畑,キャッサバ畑のあちこちに寝かせておく｡

畑地を休閑させたあと,surian林となるよう

な配慮である｡目前に迫ったタバコの収穫に

備えて,竹を切 りだしてきては,干し台 (para-

tag)を組み,天日乾燥用の野冊 (sasag)を何

十枚 と編み上げておかなければならない｡

Ⅳ一年 乾季の盛り

早朝,東の山稜から,まずすはるが,しば

らくしてオリオン ･ベル トが昇ってくるよう

になると,タバコの葉の収穫とそれを刻みタ

バコにする作業が始まる｡村人が usum ngi-

bunbako("タバコの夜露当ての季節")と呼

ぶこの季節の始まりは,オリオン ･ベル トの
はんにつしゆつ

伴 日出 (heliacalrising)をもって始まるkasa

月(プラナタ ･マンサにおける第 1月)のころ

に相当する｡この kasa月の特徴は,"草木の

葉から夜露が滴る''30) といわれているように

[Daldjoeni 1979:72;1983:10],夜間の温度

が下がるため,夜露が発生し易 くなる時期で,

タバコの葉を半製品化するプロセスの一環と

して,刻みタバコを夜露に当てる恰好の季節

となる｡このころ,"就寝前の祈 り"(isa)杏

30)ジャワ語の原文は"Sotyamurcaing岩mbanan",
直訳すれば,"化粧張りから宝石が落ちる" と
なるが,これは,もちろん,̀ 草̀木の葉から夜露
が滴る"ことの誓えである｡

する時刻 (午後 7- 8時)には南の空に南十

字星が `̀南中"(1言mp盲ngdikidul)している.

太陽が昇る位置は最 も北にずれ, wancib言-

dug (正午)における人や日時計の影が最 も

南-伸びるころである (グレゴリー麿の6月

21ないし22日)031)Buntuthujan("雨のしっ

ぼ')は,平年ならもうほとんど降らない｡こ

の時期は, ドライ ･スペルの生じる確率が急

速に上昇するころに相当する (図3)｡ タバ

コの収穫期には,雨が降ってはならないので

あるが,もしこの時期まで "雨のしっぽ"が

まだ続いていれば,刻みタバコの品質は著し

く低下し,町の商人に安値で買い叩かれて,

村人は大損をすることになる｡

タバコの収穫は,最 も品質の劣る下位の葉

(k6p61)から摘み始め,ついで中位の葉 (pa-

n言ngah), 最後に最 も品質 の良 い上位の葉

(rampas)へと移って行 く｡上位の葉が収穫

となるのは7月から8月にかけてである｡タ

バコ栽培は,町-の出稼ぎを別にすると,村

人に最大の現金収入をもたらす ものであるか

ら,その栽培過程と収穫後のプロセスには大

変な手間と細心の注意が払われる｡十分生育

したとみなされる葉を一枚一枚,その分泌液

で手をベ トベ トにしながら摘み取 り,ひと担

ぎ分 (60-70kg)の葉がたまると,集落まで

担ぎおろして,庭先で,刻みタバコにするため

の一連の処理を行 う｡庭先に持ち込まれたひ

31)冒頭に掲げた俗言 (その1)のLamunpanon･
poるngamimitianngeser-ngidul,sartab6ntang

′′

langlayanganayanaleJmp盲ngdikidul･･･("太
陽が南に動き始め,そして南十字星が [日没
後]真南に見えたら--'') というのは, こ
のころを意味する｡また,俗言 (その2)の

Tanggalkidang,turunkujang(…オリオン[夜
明け前に]昇るころ木を切り倒し'')のtanggal
が伴日出の意味であるとすれば,やはり同じこ
ろをさす｡Kools[1935:19]の推定では6月15

日,Ammarell[1983:18]の推定では6月25日
である｡なお,村人の日常会話で tanggalとい
う言葉は,｢(イスラム麿の)暦日｣という意味
のはか,｢(イスラム暦の)暦月が改まる｣とい
う意味で使われることがふつうである｡
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と担ぎ分の葉は, まず,一枚一枚 その品質

を確かめ,黄色 く変色した部分があれば,そ

こをちぎって除き(diciwit),そのあと風通し

のよい所-重ねて 1- 3晩寝かせる (dipeu-

yeum)｡ついで葉芯を取 り除き (dis言bit),敬

枚の葉を重ねて丸め (digEl壬ng),それをナイ

フで細かく刻み込み (dikeureut),竹で編ん

だ専用の野冊 (sasag)の上に丁寧に延べ (di-

icis),庭先や道脇に竹を組んでしっらえた干

し台 (paratag)の上-傾序良く並べて陽に当

てる (dipo6)o この間,野冊に敷き詰めた刻

みタバコが均等に乾燥するように,約 2時間

おきに裏返し作業 (bulak-balik)を繰 り返す

必要がある｡ 雨の降る気配がまったくなけれ

ば,そのまま一晩放置し,あるいは,午後に

なって陽射しが雲に遮られれば,いったん軒

先か屋内にしまい込み,翌早戟 (午前2-3

時)再び干し台の上に並べi亘して,時々裏返

しながら,夜露に当てる (diibun)｡このよう

な作業を3日間ほど繰 り返して半製品として

の刻みタバコとなるまでの間,昼夜にわたっ

て, ふいの雨に警戒し続けなければならな

い｡ 刻みタバコは, ほんのわずか雨水 に当

たっても,その品質を著しく落とすからであ

る｡

タバコの収穫が盛 りとなるころ,昨年の雨

季入 り (あるいは "雨季の小休止期")に植

え付けられたキャッサバの掘 り起こし作業が

始まる｡なおしばらく放置しておけば,塊根

はさらに大きくなるというが,村人はそれを

待たない｡放っておけばイノシシによる被害

がますますひどくなるからであるという｡も

っとも,この時期に 1枚の畑地に植わってい

るすべてのキャッサバを掘 り起こすのは,町

の商人にすべてを買い取ってもらう場合で,

掘 り起こし作業は買い取った商人が作業人を

雇って行 う｡村人が自家消費する場合には,

小量ずつ必要に応じて掘 り出すのがふつう

で,その作業は塊根がまだ小さいころから始
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まり,再び雨季がやってくるころまでには掘

り尽くしてしまう｡ キャッサバを雨季到来以

前に掘 り尽くしてしまうのは,腐り易い生塊

根を gaplgk,oy6k,kiripik,kurupukなど貯

蔵可能なキャッサバ製品とする過程で,直射

日光 による天日乾燥を必要 とすることによ

る｡32)キャッサバの収穫が終わると,貸借畑

なら,契約切れとなり,個人所有畑なら,そ

のまま放置して,休閑させる｡

タバコの収穫期が終わりに近づくころ,夜

明け前に見えるすぼるの位置は,ほとんど真

上近 くにきている｡ 村人は再びきたるべき雨

季作の心配を始める｡ Agustusan (8月17日

の独立記念日)が巡ってくるころまでには,

刻みタバコの一部を販売して,新たな畑地を

貸借するための現金を,用意しておかなけれ

ばならない｡

Ⅴ 農作業のタイミングをめぐって

- まとめに代えて

前章までの季節の推移と農作業暦の素描

で,私は,降雨の開始,ゆるみ,といった降

雨条件や,特定の時期に生じ易いとされる強

風などの自然条件と,農作業のタイミングと

の関係をやや強調しすぎたかも知れない｡村

に住み着いた当初,何よりも印象深く感じた

のは,各村人が同一の農作業をほとんど同一

の時期に開始することであった｡が,このよ

うな ｢一斉作業｣の理由を,降雨の季節的な

多寡などの自然条件のみに帰すことができな

32)キャッサバの生塊根を縦長に4分して天日乾燥
したものはgaplek,養魚池等で2-3晩浸漬し
たのち粉砕し天日乾燥したものはoy蝕,蒸かし
たのち小片に刻み天日乾燥したものは kiripik,
すりおろしたのち小麦粉と種 の々調味料を加こ
えてねまわし,型取りをして蒸かしてから天日
乾燥したものはkurupukとそれぞれ呼ばれる｡
これらはいずれも数カ月の貯蔵に耐えるという
が,食べるためには揚げる,蒸かす,焼くなど
の加熱処理が必要である｡
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いのは,降雨の季節的多寡の規制を受けない

水稲耕作においても,やはり,同一の時期に

同一の農作業が一斉に行われることを考えれ

ば,あさらかである｡ 他所でも述べたように

[五十嵐 1984a:41-44],水稲耕作の場合,

年間にわたっていつでも作付けすることが可

能であるにもかかわらず,各世帯が思い思い

に勝手な時期に作付けをすることは,病虫鳥

獣害が発生し易 くなるとの危快を理由に,好

ましくないことと考えられている｡ 畑地耕作

における農作業についてもまったく同じ理由

で,各村人は同一時期に同一の農作業を行 う

ことが強 く期待されている｡にもかかわらず,

多 くの村人がこれこれの農作業はこれこれの

時期に行 うのが `̀最 も望ましい"と述べるそ

の一方で,個々の農作業はその "最 も望まし

い''とされる時期に必ずしも行われるわけで

はなく,知識と実際の活動との間にかなり時

間的ずれを認めることができる｡ ここでは,

本稿のしめくくりとして,個々の村人が実際

に農作業を開始するタイミングに影響を及ぼ

すと想定 される自然条件以外の要因につい

て,簡単に触れておきたい｡

筆者は,村における日々の活動を知る目的

で,幾人かの村人にかなりの長期にわたって

ごく簡単な日記をつけてもらった｡この日記

に基づくと, `̀最 も望ましい" ときれる時期

- 自然条件の季節的変化から判断されるも

のにせよ,作物の生育段階から判断されるも

のにせよ- に当該の農作業がサラムンカル

全体としては "一斉"に始まることが確認で

きる一方で,かなりのバラツキ- その多く

はさまざまな程度の遅れであるが- もあ

ち,それには,その世帯の "都合"もあれば,

村全体に共通する "都合''が関係しているこ

とがわかる｡

まず第 1に認められるのは,村落内におけ

るステータスの違いに基づくものである｡村

人の多くを占める jalmasangsara("困窮する

人")33) と呼ばれる人々- その多くは,家

族労働のみで耕作可能なほどの広さの "貸借

畑"を耕作する- の耕地における農作業の

閑始は,しばしば,"最 も望ましい" ときれ

る時期より遅れる｡というのは,彼らは,他

人の経営する耕地での農作業を優先させなけ

ればならないからである｡ 農作業のシーズン

は,彼 らにとって,近隣の村落, あるいは

ガルート県にまで出かけ, jalma beunghar

(̀̀富める人") と呼ばれる上層の人々にクー

リーとして雇われ,日当の支払いを受けるこ

とで生計をなりたたせる重要な機会となる｡

それだけではなく,農作業のシーズンには,

サラムンカルまたは近隣の村落に住む親,あ

るいは近い親戚などが経営する耕地での農作

業に参加 することが- 奉仕 という形 であ

れ,日当の支払いを受ける農業労働という形

であれ- 強 く期待されている｡したがって

彼 らが,他人の耕地での農作業を終えて,よう

やく自らの耕地で農作業にとりかかることが

できるのは,"最も望ましい"時期が過ぎ去ろ

うとしているころからとなる.Jalmap苫r言cit

("質素に暮 らす人")と呼ばれる中間層に属

する人々は,日当の支払いを受ける農業労働

に生計を依存しているわけではないが,やは

り親,親戚などの経営する耕地での農作業に

参加することが強く期待されており,また実

際にそれを優先させるため,自らの耕地にお

ける農作業はしばしば遅れ気味になる｡

第 2は,村外における現金収入活動の機会

との関係である｡ 耕地の経営規模が大きく,

十分な数のクーリーを雇うことなしには耕地

経営が不可能な者にとって,出稼ぎのシーズ

ン- サラムンカルの場合は都市部で果実が

出回るシーズンに一致する- は,思うよう

33)Jalmasangsara ("困窮する人け),あるいは
jalmabeunghar("富める人叩),jalmap首r首cit
("質素に暮らす人")などの用語がどのような
意味あいで使われているかは,他稿 [五十嵐
1984b:194-195]で触れたことがある｡
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に必要なだけの労働力を揃えることが難しく

なる｡ というのは,農作業の シーズンごと

に農業労働者となるはずの, jalmasangsara

("困窮する人'')に属する人々のなか には,

自らの小規模な耕地における農作業を家族労

働で行う以外は,もっぱら,村で農業労働を

するより,遥かによい収入が期待できる出稼

ぎに,従事する者が少なくないからである｡

とはいえ,彼らにしても,村人との人間関係

を無視してまで出稼ぎに従事することは不可

能らしく,戟,あるいは親戚からの要請があ

れば,即刻,村-戻って農作業に参加しなけ

ればならない｡したがって,同一,あるいは

近隣の村落にすでに独立した息子 ･娘を多数

持つ者は,望む時期に必要なだけの労働力を,

比較的容易に確保できるはずである｡ もちろ

ん,そのような手段で労働力を確保すること

が不可能な者も少なくなく,彼らは,農業労

働をやってくれそうな人物に,まとまった日

数のあいだ連続 して雇い上げることを約束

し,場合によっては約束した期間の日当を前

払いまでして,人集めに精を出さなければな

らない｡連続して雇われることが保証きれれ

ば,収入の不安定な出稼ぎより,村でのクー

リー仕事を選ぶ者 もいるからである｡ 雇う側

には,もちろん,まとまった現金が必要とな

るが,その現金が必要な時期までに用意でき

ないことも,また農作業を望む時期に始める

ことのできない理由として挙げられる｡

第3に指摘できるのは,本報告でしばしば

触れてきた水稲耕作周期との関係である｡村

人の生計維持活動のなかで最も重要な水稲耕

作は,雨量の季節的多寡と関係なく,収穫期

が7カ月ごとに到来する,という独自のサイ

クルを有する｡ このため,水田における農作

業と畑地における農作業が同一時期にかち合

うようなこともあり,そのような場合にいず

れの農作業を優先するかの微妙な選択が行わ

れ,ある場合は水田耕作の,またある場合は

LOG

畑地耕作の農作業が優先されるため,いずれ

か一方の農作業が遅れぎみに行われることと

なる｡ 水田と畑地における農作業のはらあわ

せに, 出稼 ぎの シーズンが重なることによ

り,サラムンカルにおける "労働不足''はと

きとしてかなり深刻な状態になる｡

降雨の季節的多寡に規制される畑地耕作周

期と,その規制をうけない水田耕作の周期と

ともに,村人が日常生活において用いるイス

ラム麿による周期についても触れておかなけ

ればなるまい｡スマトラでは稲の収穫時期を

断食月明けの大祭 (ルバランL岩baran)に合

わせて耕作が行われていた地方もあったとい

うが [大木 1984:314],サラムンカルにお

いてイスラム暦は,もっぱら宗教的行事に係

わっているのみで,農耕活動のタイミングを

直接に規制することはなく,ルバランにタイ

ミングを合わせた活動としては,せいぜい,

ルバランを数カ月後にひかえたころ,御馳走

となる淡水魚の稚魚を養魚地に放っておくこ

とぐらいである｡ また,断食月の間,村人の

生業活動のパターンが変わることはなく,労

働時間が減少するようすも見 られないので

[Igarashi1981],よくいわれる"断食月中の活

動の低下"が農作業の進行に,なんらかの影

響を与えるとは考えにくい｡ただし,ルバラ

ンを間近にひかえたときには,まとまった現

金が必要となるので,多くの村人は,やむな

く農作業を遅らせても,にわか商人となって

現金稼ぎに時間を費やさなければならない｡

以上に述べてきたように,個々の世帯の

"都合'',あるいは村全体に共通する "都合"

によって,農作業はいくらでも遅れうるが,

一方,kabo16r(農作業をしかるべき時期にし

損なうこと)となることへの強い不安が制限

要因となり,なんらかの "都合"で農作業の

遅れた者は,耕超の事項をはしょる,除草を

省略する,など,行うべきいくつかの手はず

をやむなく省略するような無理 をしてまで



五十嵐:農作業,季節,星

ち, なん とか きりきり間 に 合わせようとす

る｡ このような収量の減少に結びつ きうる無

理を 最 も犯 し易いのは, い うまで もな く,

jalmasangsara("困窮す る人")に属する人々

である｡ 彼 らは,その耕地が遠隔地にあ り濯

慨条件等が劣 るなどの耕作条件において不利

なだけでな く,村人のごく一部を占めるにす

ぎない jalma beungllar ("富める人'')の後

追い 的 に農作業 の タイ ミングが決 められて

しまう, とい う点 において も不利 な立場 に

いる｡ これにたいして,jalmabeungharは,

必ず しも必要な労働力を望む時期に確保す る

ことがで きるとい うわけで は な いが, や は

り, この点で もず っと有利な立場にお り,近

隣を含む小地域における農作業の開始時期を

実際上決めてしまうペース ･メーカー的役割

を果たしている｡
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